






































































































































































Nikon 
変異原性試験用染色体ラボシステム

変異原性染色体試験をシステム管理。
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揺宣］圃薗罰薗圃鱈開
日本バイオアッセイ研究センター

各省庁のGLPに適合した安全性試験を実施し、がん原性試験を初め、
すでに多くの受託試験を行い、信東月にお応えする確かなデータを提供い

たしております。

●吸人毒性試験・ 経口等毒性試験
・単回投与毒性試験

・反復投与毒性試験

・がん原性試験
●変異原性試験

・微生物を用いた復帰突然変異試験

・哺乳動物の培養細胞を用いた染色休異常試験

・げっ園類を用いた小核試験

●その他

鼻部暴露吸人毒性試験およびガス状物質による変異原性試験の

実績もあり御相談に応じます。

お問合わせ 中央労慟災害防止協会
日本バイオアッセイ研究センター

〒257 神奈川県秦野市平沢2445番地
TEL 0463-82-3911（代）
FAX 0463-82-3860 
企画調整部企画課

株式会社ニコン

本社・光機営業部額微鏡課・100東京都千代田区丸の内3-2-3（冨士ピル）（03)3216-log／●カタログをお送りいたします。こ希望のかたは誌名と製品名をご明記のうえ
大阪営業所・542大阪市中央区南船場2-11-20（興国ピル）（06)251-7023（代表） 本社額微鏡課までとうぞ。



◎HITACHI 
技術の日立
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· 日立はシステムの設計から施工までを行い、

すでに多くの研究機関に納入しています。

変異原性試験は、BMLへ。
登録衛生検査所としてながい歴史をもつBML。
一般検査ガら特殊検査まで

幅広く臨床検査を実施してまいりましだ。

臨床検査の分野で培つてきだ豊富な経験と

技術の蓄積を生力し、BMLでは

多くの変異原性試験の受託を行い、

各方面より高い評価を受けています。

まだ、各種GLPの適合確認も受けてあります。

なお実施にあだっては、委託者と研究内容、

実施期間、機密保持、記録保存等に関し、

厳密な契約書を作製の上、
l 

迅速力つ正確に試験、

研究を行います。

安全を守るために、空調・給排水、滅菌、シールドなど高度

なトータル技術が求められるバイオハザード対策。日立は、各

種の設備、機器の開発だけてなく、総合力と豊富な経験を

生かし、システムの設計からさらに施工まて一貫して対応。す

てに多くの研究所や病院に納入され、研究者の安全確保

に活躍しています。Pl~P4レベルまて｀、バイオハザード対策

設備ならH立におまかせください。

日立がお応えしますバイオハザード対策設備機器。

●安全キャビネット●安全実験室●パスボッ

クス●エアーロックルーム●各種空調機器

●給排気設備●実験動物飼育装置など

日立バイオハザード対策設備
〒IDI栗京都千代田区神田須田町一丁目23番地？（大木須田町ビル）お問合せは下記へ。

日立冷熱株式会社 ::::塁儡闊塁闊ロニ言霊言覧冒贔門；言□言雪言贔：言需言I(雪f55-7l71
中国支店(082)221-4391四国支店(0878)33-870 I九州支店(09ビ）561-4851

変異原性試験内容

1微生物を用いる復帰突然変異試験（エームス法）

2微生物を用いる感受性試験

(rec-assay：ストリーワ法、胞子法）

3.i音養細胞を用いる染色｛本異常試験

4げつ歯類を用いるl」此核試験

° BM L 
株式会社ピー•エム•エル

お問い合わせ先：総合研究所安全性試験部・〒350埼玉県川越市的場1361-1TEL0492-32-3434（直通） FAX0492-32-8445



1.変異原性物質

メーカー

略称
商品番号

保存

方法

T R C TH-0065-00 @@  

FT  G TF-0000-01 @@  

T R C TH-0005-00 含R

TR  C TH-0005-20 @,?@ 

T R C TH-0006-60 c@  

TR  C TH-0016-50 @⑮  

変 異原性研究用試薬

品 名

3-ACETOXYDIBENZ〔研〕ANTHRACENE

N4-AMINOCYTIDINE N4ーア ミノシチジン

4-AMIN0-3,2'-DIMETHYLBIPHENYL 

2-AMIN0-3,4-DIMETHYL-3H-IMIDAZO(4,5-f〕ー

QUINOLINE (MelQ) 

2-AMIN0-3,8-DIMETHYLIMIDAZOは，5-f〕QUINOXALINE
(MelQx) 

2-AMIN0-3-METHYL-3H-IMIDAZ゚〔4,5-f〕QUINOLINE

(IQ) 

包装

5mg 

lg 

25mg 

25mg 

25 mg 

100 mg 

価格

(¥) 

29,000 

9,000 

97,000 

28,000 

35,000 

20,000 

メーカー
商品

コード

Al650 

TF-001 

A6050 

A6052 

A6066 

A6165 

TR  C TH-0017-00 @)@ 2-AMIN0-1-METHYL-6-PHENYLIMIDAZ0(4,5-b〕ー 10 mg 31,000 A6170 
PYRIDINE (PHIP) 

T R C TH-0030-00 R⑮ 2-AMIN0-3,4, 7,8-TETRAMETHYL-3H-IMIDAZO (4,5-f〕ー 10mg 18,000 A6300 
QUINOXALINE (4, 7,8-TriMelQx) 

T R C TH-0031-00 ⑮⑮ 2-AMIN0-3,4, 8-TRIMETHYL-3H-IMIDAZO(4,5-f〕ー 10mg 18,000 A6310 
QUINOXALINE (4,8-DiMelQx) 

TR  C TH-0031-60 @⑮ 2-AMIN0-3, 7,8-TRIMETHYL-3H-IMIDAZO⑭ ,5-f〕ー 10mg 18,000 A6316 
QUINOXALINE (7,8-DiMelQx) 

2.変異原性物質吸着剤

プルーコットン（青綿） Blue-Cotton 

青色色素トリス）レホ銅フタロシアニンを脱脂綿に

共有結合させたもので，変異原性物質殊に 3環以

上の多環性芳香族化合物を強く吸着します。 このた

め，変異原性物質を希薄な水溶液中から吸着 ・回収

ブルーレーヨン

ブルーコットンと同様，青色色素銅フタロシアニン誘

導体を支持体に共有結合させたもので， 3環以上の多

環性化合物を特異的に吸着します。ブルーコットンと異

メーカー 保存

略 称
商品番号

方法
品 名

COP  CB-0200-01 ⑲ BLUE COTTON 

CB-0200-02 プルーコットン（青綿）

D I W DW-0000-05 R BLUE RAYON 
DW-0000-25 プルーレーヨン

するのに適しています。

分離回収した物質の変異原性は，ェイムス試験法

等の変異原性測定法により測定できます。

Blue-Rayon 
なって，脱脂綿の代わりに非晶質レーヨンを使用している

ため，プ）レーコットンの約 3倍の銅含有量を示し，変異

原性物質の吸着 ．濃縮 ・分画に威力を発揮します。

価格 メーカー
包装

(¥) 
商 品

コード

5g 5,600 BC-001 

5g x5 26,000 BC-002 

5g 4,800 BR-05 

5x5g 22,000 BR-25 

つコココ2株式会社
〒113東京都文京区本郷2丁目9番7号（ユピテル・ユニピルディンク
営業業務部・研究試薬部・研究機器部云 03-5684-1616（代表）FAX03-5684-1634 

研究開発部技 術 情報課云03-5684-1620（代表）FAX03-5684-1633 
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本誌は疫学的な観点から、ガンの原因および予防についての原著論文を特集します。

内容はガンの分布および、ガンの決定因子についての疫学、

さらにガンにたいする遺伝的な感受性、 宿主側の要因、化学的物理的な発癌物質や、

またダイエット、喫煙、日光への暴露などの生活上の要因などを含む

疫学的な幅広い研究をカバーします。

加えて、本誌はヒトの新生物、前新生物の発生のプロセスを研究する上での

バイオマーカーの活用にまで及んでいます。

ガン予防における、化学的な予防、その他の関連する臨床実験

および生活上の要因の果たす役割についても考察しています。

Cancer Research・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..購読料 ¥90,200/年

既刊誌 ． ¥24,200／年（個人）
Cell Growth & Differentiation…………………購読料¥37, 4001年（法人）
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無限の可能性を追求する —·

協和発酵
無限の可能性を秘めたバイオテクノロジー。遺伝子

組換え、細胞融合、細胞大量培養、バイオリアクター

などのテクノロジーは、歩みを早めながら、次第にそ

の巨大な姿を現そうとしています。協和発酵は、バ

イオ技術の蓄積を背景に、新しい飛躍への試みを

続けております。
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